テーマ：
回想法を用いた認知症予防教室の地域での取り組み
部署　　　：　ケアプランセンター弓浜真誠会
発表者　　：　田中大輔
共同研究者：　小山雅美、森脇美佐緒、木村留美子
はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
米子市では昨年度よりモデル事業として認知症予防教室の取り組みを始めている。これは、認知症の早期発見、早期対応をすることにより、介護が必要となることを予防し、また、認知症の状態となっても地域で暮らし続けることができるよう、地域の理解と相互協力の体勢を作ることを目的としている。そこで、回想法の有用性については言うまでもないが、回想法の普遍化と共通の効果を生み出すために、回想法を用いた認知症予防教室を地域で取り組んだので報告する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 認知症予防講演会（簡易検査の開催）

2 認知症予防講演会（教室参加者の決定）

3 認知症予防教室(第１回「自己紹介、故郷の思い出」第２回「遊びの思い出」第３回「カレンダー作り」第４回「食事の思い出」第５回「カレンダー作り」第６回「おやつ作り」第７回「お手伝いの思い出」第８回「教室の振り返り、人生史作り」)

④認知症予防講演会（効果判定及び結果説明）

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
開始前、終了後のタッチパネル、ＡＤＡＳによる検証の結果、タッチパネルでは参加者６名全員に点数の増加がみられ、ＡＤＡＳでは５名に点数の向上がみられた。最初は不安そうな方が多かったが、終了時には会の継続を希望されるようになった。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２ヶ月という短期間での評価になったが、参加者全員に有効な結果が得られ、参加者の感想からも、認知症予防教室（回想法）で認知症予防だけでなく地域高齢者の生活の活性化につながったのではないかと思われる。
まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回の認知症予防教室では、タッチパネルやＡＤＡＳなどの検査の後に参加者を決定した為、「ボケたもんが集められた」など不安を感じている方が多かった。これからの取り組みとして、参加への呼びかけ方の検討が必要だと感じられた。また、回想法の取り組みを各地域や真誠会各事業所へ拡げることで、共通の手法、効果を生み出していくものと感じている。
